
世界総人口１／４へのパスポート

月刊イスラム市場
《ダイジェスト版》

次なる市場への進出を検討中の企業様、必見！
『月刊イスラム市場』発刊のお知らせ

〜「宗教を切り口に」次なる市場を開拓〜
　昨今の日中関係の悪化や、著しい新興国の経済成長の勢いを背景に、本格的にチャイナ＋１の時代が到来しています。皆様の視線の先

には、生産拠点、販売市場としての、インドネシア、タイ、ベトナム、マレーシアといった ASEAN 諸国があるのではないでしょうか？

そんな中、東南アジアにありながら、世界最大のイスラム教人口を抱えるインドネシアや、イスラム教を国教とするマレーシア、ブルネ

イなどの国々の存在を背景に、「イスラム教」という「宗教を切り口に」東南アジア市場を開拓して行こうという流れが、ようやく日本

でも大きな流れとなり始めています。

　しかし日本において「イスラム教」に関する情報は非常に限られており、情報不足の状況が続いていると感じています。

そこで弊社では、この現状に対処すべく、昨年１０月よりイスラム経済の現状やビジネスチャンス、イスラム教徒の習慣や文化、ものの

見方や考え方、それに関連する法律や会計制度など、イスラム市場に関する情報を包括的に提供する為の月刊マガジン「月刊イスラム市

場」を発刊させて頂いております。

　こちらのダイジェスト版には、過去に掲載された記事の一部をまとめさせて頂いております。

世界人口１／４、１７億人の巨大なイスラム市場に、皆様の事業、商品、サービスがリーチできる羅針盤となれるよう、リサーチャー、

編集員一同日々邁進して参ります。是非この機会に「月刊イスラム市場」のご購読をご検討頂ければ幸いです。
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イ
ス
ラ
ム
市
場
の
『
今
』
を
日
本
へ

『月刊イスラム市場』は、
“ 情報が足りない ” というお客様の声より生まれた、

イスラム市場専門の月刊誌です。

ii i

人口 18 億人。今や世界人口の 20% 以上を イスラ
ム教徒が占める。2030 年にはこれが 22 億人とな
り、実に 4 人に 1 人がイスラム教徒となる計算だ。
イスラム教徒と言えば中東と思う方も多いかもし
れない。しかし実際は、この巨大な人口の 60% が
日本と同じアジア太平洋地域に暮らしているのだ。
人口の継続的増加、若年層中心の人口構造、中間
所得層の急激な勃興を背景に、世界におけるこの
巨大なマーケットの存在感は急激に増している。
国内市場の縮小に苦しむ日本企業にとっては、も
はや無視できない市場なのである。



『月刊イスラム市場』は、
“ 情報が足りない ” というお客様の声より生まれた、

イスラム市場専門の月刊誌です。

《月刊イスラム市場　コンテンツ（例）》

・各国における法制度、税制度の違い、
・イスラム国と日本のビジネス習慣の違い、
・イスラミックファイナンス解説、
・各国現地レポート、
・世界におけるハラルイベント、
・日本国内におけるハラル対応化の動き

などなど、盛りだくさんでお届けしています！

ii

経済・ビジネス
　・イスラム金融
　・ハラルツアリズム
　・市場分析
　・国別探求
　・マーケティング

政治・社会
　・現地ルポ
　・イスラム国ニュース
　・ビジネス習慣

宗教
　・イスラムイベント
　・ハラル基礎講座
　・シャリーア法
　　　

イスラム市場への
理解の向上

イスラム市場での
チャンス獲得

《月刊イスラム市場の活用》
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Data Source: Pew Research Center
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いずれの国も今後消費の伸びが期待できるベル型
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1.5 億人
5 千万人

500 万人

イスラム教徒の地域分布

全世界のムスリム人口の
約 60% が

アジア太平洋地域に
集中している。

全イスラム人口の

59.2%

出所＝ Pew Research Center(2010)

iv

なぜ今イスラム市場か？
①日本の人口減少に対して、増加し続けるイスラム人口
　アメリカのリサーチ会社、Pew Research Center によると、人口が減り続ける日本に対し、イス

ラム教徒の人口は 2050 年ごろまで継続して増加し続ける。また、全世界の総人口に占めるイスラ

ム教徒の割合は 25% をこえ、実に４人に１人がイスラム教となる。

②今後、消費拡大が見込まれる人口構造
　右に示したように、代表的なイスラム国の人口構造は若年層が中心で、消費が旺盛は生産人口の

年齢の割合が高くなっている。またその比率は今後も増加して行く事となる。各国の経済発展と相

重なり、強烈な消費市場を作り上げる事となる。

③アジア太平洋地域に集中するイスラム教人口
　アフリカや、中東の宗教としてイメージの強いイスラム教だが、実はアジア太平洋地域にその

60% が集中している。日本の立地を活かしたビジネスを考えても、イスラム市場は非常に魅力的

な選択肢となる。

３



〜
公
認
会
計
士
飯
田
律
の
イ
ス
ラ
ム
探
訪　

第
一
回
　
イ
ス
ラ
ム
金
融
の
発
展
〜

飯
田　

律

　

は
じ
め
ま
し
て
、
今
月
号
か
ら
コ
ラ
ム
を
担

当
し
ま
す
公
認
会
計
士
の
飯
田
律
で
す
。
イ
ス

ラ
ム
諸
国
は
、
ま
だ
日
本
で
は
、
馴
染
み
が
薄

い
で
す
が
、「
経
済
は
西
か
ら
東
へ
」
と
い
う

よ
う
に
、
現
在
騒
が
れ
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
の

次
の
日
本
企
業
の
進
出
先
と
し
て
、
今
後
注
目

を
浴
び
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
の
専
門
で
あ

る
国
際
税
務
を
通
し
た
目
で
、
イ
ス
ラ
ム
経
済

圏
を
探
訪
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
現
代
の
金
融
の
中
で
の
イ
ス
ラ

ム
金
融
の
位
置
付
け
と
発
展
の
可
能
性
を
取
り

上
げ
ま
す
。

　月刊イスラム市場　ダイジェスト版　1

Profile
飯田　律

RitsuIida
　慶應大学経済学部卒業。都市銀行外為、大手監査法

人国際部勤務後、税理士法人トーマツ国際税務チーム

にて税務申告業務、アウトバウンド／インバウンド税

務コンサルティングに従事、現在に至る。著書「国際

税務の疑問点」（ぎょうせい）、「外国税額控除と申告

書作成の実務（第 6 版）」（清文社）、「アジア諸国の

税法（第 5 版）」（中央経済社）共著など多数。日本

公認会計士協会租税調査会専門委員。

H
L
B
明
誠
監
査
法
人
　
国
際
税
務
担
当

ム
金
融
を
先
導
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
石
油

に
依
存
し
な
い
イ
ス
ラ
ム
社
会
・
国
の
発
展
を

意
図
し
、
無
利
子
の
金
融
ス
キ
ー
ム
を
開
発
し

た
こ
と
を
始
め
、ス
ク
ー
ク
（
イ
ス
ラ
ム
債
券
）

を
開
発
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

欧
米
諸
国
で
は
、
歴
史
的
な
関
係
も
あ
り
、
イ

ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
が
先
進
国
で
の
イ
ス
ラ
ム

金
融
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
イ
ス
ラ

ム
金
融
の
取
込
の
観
点
か
ら
は
、
今
の
と
こ
ろ

後
塵
を
拝
し
て
い
る
状
況
で
す
。

約
形
態
そ
の
も
の
は
古
来
よ
り
広
く
盛
ん
に
行

わ
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
銀
行
は

1
9
7
0
年
代
頃
に
誕
生
し
、
1
9
8
0
年

代
頃
か
ら
は
イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
各
地
で
設
立
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。イ
ス
ラ
ム
銀
行
は
、

伝
統
的
な
日
本
を
含
む
欧
米
型
の
銀
行
制
度
と

比
べ
て
、
聖
典
ク
ル
ー
ア
ン
（
コ
ー
ラ
ン
）
の

教
え
に
従
う
イ
ス
ラ
ム
法
（
シ
ャ
リ
ー
ア
）
に

基
づ
い
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

　

イ
ス
ラ
ム
金
融
に
つ
い
て
の
ク
ル
ー
ア
ン
の

影
響
と
し
て
、リ
バ
ー
（
利
子
）
と
ガ
ラ
ル
（
不

確
実
性
）
の
禁
止
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
リ
バ
ー

と
ガ
ラ
ル
に
つ
い
て
は
後
の
稿
で
詳
し
く
解
説

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
リ
バ
ー
や
ガ
ラ
ル
の

禁
止
は
、
禁
止
さ
れ
た
利
子
や
不
確
実
性
を
使

用
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
イ
ス
ラ
ム
金
融
や

取
引
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
ム
諸
国
で
は
石
油
や
天
然
資
源
に
恵

ま
れ
た
地
域
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
天
然
資
源
か

ら
の
収
入
が
莫
大
で
す
が
、
か
え
っ
て
そ
の
恵

ま
れ
た
資
源
に
よ
っ
て
製
造
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
、
そ
の
他
の
先
端
産
業
の
育
成
が
遅
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
の
問
題
意
識
も
あ
る
よ
う

で
す
。
こ
の
点
、
1
9
9
0
年
代
の
イ
ス
ラ

イ
ス
ラ
ム
金
融
に
つ
い
て

　

20
世
紀
前
半
ま
で
多
く
の
イ
ス
ラ
ム
圏
は
欧

米
列
強
の
植
民
地
と
さ
れ
て
お
り
金
融
の
上
で

も
欧
米
の
銀
行
制
度
が
支
配
的
で
し
た
。
そ
の

影
響
も
あ
り
、
現
代
的
な
意
味
で
の
イ
ス
ラ
ム

金
融
は
、
1
9
4
0
年
代
頃
に
生
ま
れ
た
と

さ
れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
中
心
に
1
9
8
0
年

代
か
ら
次
第
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
イ
ス
ラ
ム
法
は
商
業
や
経
済
社
会

を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
教
え
が
あ
り
、
イ
ス

ラ
ム
世
界
に
お
け
る
商
業
上
の
取
引
や
各
種
契

イ
ス
ラ
ム
金
融
と
イ
ス
ラ
ム
法

　

イ
ス
ラ
ム
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
分
野
で
は
、
イ

ス
ラ
ム
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル
、

た
ば
こ
、
賭
博
、
豚
肉
、
武
器
製
造
等
（
ハ
ラ

ム
）
を
行
わ
な
い
企
業
に
投
資
先
を
限
定
す
る

と
い
っ
た
、
イ
ス
ラ
ム
法
に
沿
っ
た
フ
ァ
ン
ド

の
組
成
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
険
の
分
野
で
は
、
タ
カ
フ
ル
と
呼
ば
れ
る

イ
ス
ラ
ム
保
険
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来

の
伝
統
的
保
険
は
、
イ
ス
ラ
ム
法
が
禁
止
し
て

い
る
と
さ
れ
る
リ
バ
ー
（
利
子
）、ガ
ラ
ル
（
不

確
実
性
）、
マ
イ
シ
ー
ル
（
投
機
行
為
）
を
伴

HLB 明誠監査法人　飯田氏による
イスラム金融講座。

国際税務専門の飯田氏が、通常の金融と
イスラム金融の違いを丁寧にご説明します。

イスラム金融



う
た
め
イ
ス
ラ
ム
法
に
反
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
タ
カ
フ
ル
は
相
互
扶
助
の
理
念
に
基
づ

き
、
保
険
事
故
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
保
険

契
約
者
に
は
ザ
カ
ー
ト
（
喜
捨
）
が
支
払
わ
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
1
9
9
0
年
代
初
頭
か
ら
の

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
金
融
分
野
で
は
日
本
の
間
接

金
融
か
ら
欧
米
の
直
接
金
融
、
特
に
ア
メ
リ
カ

の
最
先
端
の
金
融
商
品
開
発
こ
そ
が
も
っ
と
も

進
ん
だ
金
融
シ
ス
テ
ム
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
2
0
0
0
年
の
エ
ン

ロ
ン
事
件
、
2
0
0
8
年
の
A
I
G
や
投
資

銀
行
リ
ー
マ
ン
の
破
綻
、
な
ど
英
米
の
投
資
銀

行
を
中
心
と
し
た
複
雑
な
金
融
商
品
の
販
売
自

体
が
、
世
の
中
の
利
益
に
な
っ
て
い
る
か
と
い

う
観
点
か
ら
厳
し
く
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

イ
ス
ラ
ム
金
融
に
お
い
て
は
、
金
融
は
弱
者

か
ら
強
者
へ
の
富
の
移
転
の
た
め
で
は
な
く
、

社
会
全
体
や
弱
者
を
含
め
た
人
々
の
生
活
を
向

HLB 明誠監査法人
東京都中央区日本橋本石町 4-2-16 トーセイビル 5 階
03-5843-6511
yasuda@meisei-audit.jp
http://meiseigroup.jp/

会 社 名：
所 在 地：
T E L ：
E - m a i l ：
W e b ：

凍
結
さ
れ
る
な
ど
、
欧
米
の
金
融
市
場
に
十
分

に
投
資
が
で
き
な
か
っ
た
な
ど
の
特
殊
要
因
と

推
測
さ
れ
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム
金
融
を
先
導
し

て
い
る
の
は
、
湾
岸
諸
国
（
G
C
C
）
と
マ

レ
ー
シ
ア
で
す
。
中
で
も
ス
ク
ー
ク
（
イ
ス

ラ
ム
債
券
、
シ
ャ
リ
ー
ア
適
格
な
利
子
を
伴

わ
な
い
債
券
）
の
発
行
高
は
2
0
1
1
年
に

約
8
4
0
億
ド
ル
で
し
た
が
、
そ
の
う
ち
マ

レ
ー
シ
ア
が
約
3
分
の
2
を
占
め
て
い
ま
す

（
U
K
I
F
S
）。

　

イ
ス
ラ
ム
金
融
は
古
来
よ
り
の
伝
統
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
21
世
紀
の
現
代
に
お
い
て
さ
ら
に

飛
躍
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
次
回
以
降
の
コ

ラ
ム
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
大
規
模
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
I
S
K
A
N
D
A
R
に
お
け
る
金

融
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介
、
具
体
的
な
イ
ス
ラ
ム

金
融
の
取
引
や
、
税
制
、
会
計
、
経
済
特
区
、

ま
た
イ
ス
ラ
ム
法
に
沿
う
よ
う
に
ど
の
よ
う
な

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
解
説
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

上
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
い
う
思
想
が
イ

ス
ラ
ム
金
融
全
般
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
考
え

方
は
、
む
し
ろ
産
業
社
会
や
人
々
の
生
活
を
支

え
発
展
さ
せ
る
た
め
の
金
融
と
い
う
よ
う
な
日

本
人
の
考
え
方
に
む
し
ろ
馴
染
む
と
い
っ
て
よ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

イ
ス
ラ
ム
金
融
で
は
、
あ
る
金
融
取
引
の
も

と
に
は
実
体
経
済
の
取
引
や
実
体
資
産
が
存
在

す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
金
融
取
引
の
上
に
金
融
取
引
を
重
ね
レ
バ

レ
ッ
ジ
を
高
め
て
い
く
ア
メ
リ
カ
型
の
金
融
商

品
と
は
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
リ
ー

マ
ン
の
破
綻
は
欧
米
の
金
融
シ
ス
テ
ム
に
対
す

る
ほ
ど
に
は
イ
ス
ラ
ム
金
融
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

イ
ス
ラ
ム
金
融
の
資
産
規
模
は
、
2
0
0
7

年
で
は
約
7
千
億
ド
ル
、
2
0
1
1
年
で
は

1
兆
ド
ル
を
大
き
く
突
破
し
て
い
ま
す
。
イ
ス

ラ
ム
金
融
資
産
の
国
別
割
合
で
イ
ラ
ン
が
1
位

と
高
い
の
は
、
イ
ラ
ン
の
在
米
資
産
が
過
去
に
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ハ
ラ
ル
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
①

ハ
ラ
ル
ツ
ア
ー
生
み
の
親
で
あ
る
ク
レ
セ
ン
ト
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
連
載
頁
が

始
ま
り
ま
し
た
。
ハ
ラ
ル
評
価
と
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
な
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

旅
行
サ
ー
ビ
ス
業
界
必
見
！

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
が
目
安
に
す
る

ク
レ
セ
ン
ト
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
評
価

　

ム
ス
リ
ム
は
旅
に
関
し
て
、
非
常
に
ユ
ニ
ー

ク
な
属
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム
の
５

つ
の
基
本
的
な
柱
を
理
解
し
た
時
か
ら
、
ム

ス
リ
ム
は
メ
ッ
カ
巡
礼
の
旅
に
出
て
ハ
ッ
ジ

（
メ
ッ
カ
巡
礼
に
行
わ
れ
る
儀
式
）
を
実
行
す

る
願
望
を
持
っ
た
人
生
を
送
り
ま
す
。
こ
の

属
性
が
、
多
く
の
ム
ス
リ
ム
を
先
駆
的
な
探

検
家
に
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
旅
行
記
の
全

て
の
ジ
ャ
ン
ル
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
イ
ブ

ン
・
ジ
ュ
ザ
イ
や
イ
ブ
ン
・
バ
ト
ゥ
ー
タ
の

よ
う
な
一
流
の
ム
ス
リ
ム
探
検
家
の
一
部
は
、

メ
ッ
カ
巡
礼
を
意
図
し
て
自
宅
を
出
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
は
、
別
の
土
地
や
文

化
を
探
索
す
る
魅
力
的
な
旅
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　　

過
去
二
世
紀
半
の
間
、
こ
の
先
駆
的
な
精

神
は
ム
ス
リ
ム
の
間
で
静
か
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
今
再
び
、
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ム
ス
リ
ム
旅
行
者
は
、
今

最
も
急
成
長
し
て
い
る
旅
行
セ
グ
メ
ン
ト
の

1
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

2
0
1
0
年
、
ム

ス
リ
ム
旅
行
者
の
支
出
金
額
は
約
9
0
0
億

米
ド
ル
で
、
全
旅
行
者
の
支
出
の
９
％
で
し

た
。
そ
れ
が
2
0
2
0
年
ま
で
に
、
ム
ス
リ

ム
旅
行
者
の
支
出
は
2
0
0
億
米
ド
ル
以
上

に
成
長
す
る
と
見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
ム
ス
リ
ム
旅
行
者
が
旅
行
業
界
で
重

要
な
セ
グ
メ
ン
ト
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。
こ
の
セ
グ
メ
ン
ト
で
は
、
旅
行
サ
ー

ビ
ス
業
者
が
自
分
た
ち
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設

を
開
発
す
る
と
き
に
際
し
て
、
ム
ス
リ
ム
の

ユ
ニ
ー
ク
な
要
望
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
良
い
ニ
ュ
ー
ス
は
、
多
く
の
旅
行
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
が
、
ム
ス
リ
ム
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
を
熱
望
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
ま
た
、「
シ
ャ
リ
ア
に
準
拠
し
た
ホ
テ

ル
」、「
ハ
ラ
ル
旅
行
」、「
イ
ス
ラ
ム
旅
行
」、「
ハ

ラ
ル
ホ
テ
ル
」
な
ど
の
流
行
語
も
生
み
出
し

ま
し
た
。

　　

こ
れ
が
ク
レ
セ
ン
ト
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
立

ち
上
げ
た
主
な
理
由
の
一
つ
で
す
。
ク
レ
セ

ン
ト
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
発
し
た
評
価
シ
ス

テ
ム
は
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
に
対
し
て
、

彼
ら
が
ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
に
応

じ
て
評
価
し
て
い
ま
す
。
こ
の
評
価
シ
ス
テ

ム
を
通
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
彼
ら

が
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
ハ
ラ
ル
・
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
を
選
択
で

き
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ム
ス
リ
ム
旅
行

者
に
対
し
て
は
、
彼
ら
が
旅
行
を
計
画
す
る

際
に
、
彼
ら
が
満
足
す
る
ハ
ラ
ル
・
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
を
選
択
す
る

目
安
を
提
供
し
ま
す
。

　

ハ
ラ
ル
評
価
の
仕
組
み

　

ク
レ
セ
ン
ト
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
ホ
テ
ル
評

価
は
1
〜
7
段
階
が
あ
り
７
を
最
高
と
し
て

い
ま
す
。
評
価
が
考
慮
さ
れ
る
エ
リ
ア
は
、

ハ
ラ
ル
フ
ー
ド
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
、

祈
り
の
情
報
/
施
設
、
洗
面
所
の
水
の
使
い

や
す
さ
、
ラ
マ
ダ
ン
期
の
特
別
時
に
お
け
る

ハ
ラ
ル
フ
ー
ド
の
配
達
の
可
否
、
ホ
テ
ル
内

新
連
載

～
ハ
ラ
ル
評
価
と

　
　
　
ト
ル
コ
観
光
案
内
～

トルコの屋外レストラン

旅行業者様必見！
ハラルツアリズムの生みの親である、

クレセントレーティング社がハラル対応化の
ノウハウをお伝えします

ハラルツアリズム



の
非
ハ
ラ
ル
活
動
の
レ
ベ
ル
、
男
女
が
分
か

れ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
伴
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
可
能
性
で
す
。

　　

ホ
テ
ル
の
評
価
が
１
か
ら
３
ま
で
は
、
ハ
ラ

ル
フ
ー
ド
や
礼
拝
可
能
に
関
す
る
情
報
を
備

え
て
い
る
こ
と
で
す
。
４
ま
た
は
５
は
、
ホ

テ
ル
内
で
提
供
さ
れ
る
ハ
ラ
ル
フ
ー
ド
・
サ
ー

ビ
ス
の
評
価
が
高
い
も
の
で
す
。
６
と
７
は
、

ハ
ラ
ル
・
フ
ー
ド
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
テ

レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
備
え
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

提
供
せ
ず
（
所
有
も
せ
ず
）
に
ナ
イ
ト
ク
ラ

ブ
が
な
い
ホ
テ
ル
で
、
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い

ハ
ラ
ル
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
サ
ー
ビ
ス
や
施

設
を
備
え
た
ホ
テ
ル
の
み
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

ク
レ
セ
ン
ト
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
評
価
を
受
け
た

い
ホ
テ
ル
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
リ
ス
ト
さ

れ
オ
ン
サ
イ
ト
監
査
に
同
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
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今
後
数
ヶ
月
の
間
に
、
ク
レ
セ
ン
ト
レ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
宿
泊
施

設
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
の
評
価
を
開
始
し
ま

す
。
最
終
的
に
は
、
旅
行
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

に
関
連
す
る
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
を
カ

バ
ー
す
る
予
定
で
す
。

　　

ク
レ
セ
ン
ト
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

の

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト
（
w
w
w
.

c
r
e
s
c
e
n
t
r
a
t
i
n
g
.

c
o
m
）
は
、
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
た
専
門

サ
イ
ト
で
す
。
評
価
リ
ス
ト
の
他
に
、
目
的
地

ガ
イ
ド
や
空
港
ガ
イ
ド
な
ど
も
掲
載
し
て
お

り
、
ム
ス
リ
ム
旅
行
者
が
旅
行
を
計
画
し
た
と

き
に
、
ハ
ラ
ル
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
選
択
を
行

う
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。
目
的
地
ガ
イ
ド
と

旅
行
ガ
イ
ド
で
は
、
目
的
地
の
サ
ー
ビ
ス
お
よ

び
製
品
に
対
し
て
、
ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ニ
ー

ズ
を
含
め
た
必
要
性
を
具
体
化
し
て
い
ま
す
。

旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
自
社
製
品
（
お
よ

び
サ
ー
ビ
ス
）
を
（
ハ
ラ
ル
に
合
わ
せ
て
）
調

整
す
る
こ
と
で
、（
ム
ス
リ
ム
）
消
費
者
の
変

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
長
年
の
経
験
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
旅
行
サ
ー
ビ

ス
業
者
の
対
応
に
よ
り
、
ム
ス
リ
ム
旅
行
者
が

受
け
取
る
セ
グ
メ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　　

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
は
旅
行
を
計
画
す
る
際

に
、
彼
ら
の
旅
行
の
快
適
な
も
の
に
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ム
ス
リ
ム
旅

行
者
に
つ
い
て
旅
行
業
界
の
間
で
既
に
高
い
意

識
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
要
求
す
る

だ
け
、
さ
ら
に
、
ハ
ラ
ル
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
意
識
を
高
め
ま
す
。
ク

レ
セ
ン
ト
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

す
る
こ
と
で
、
ム
ス
リ
ム
旅
行
者
が
安
心
し
て

世
界
に
出
ら
れ
る
の
も
、
す
べ
て
ア
ッ
ラ
ー
の

思
し
召
し
で
す
。

長い歴史と息をのむ自然の美しさを備えたトルコは、訪問するのに素晴らしい

場所です。全ての人のために、休日のオプションを揃えた神秘的な国でもあり

ます。旅行者は日当たりの良い地中海のビーチで楽しむことも出来ますし、10

月から４月までの冬期にはウィンタースポーツに興じることも出来ます。数多

くの城、砦、戦場跡、そして宮殿が点在し、トルコを訪問する旅行者に歴史的

なサイトの数々を提供しています。

ク
レ
セ
ン
ト
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

ハ
ラ
ル
ツ
ア
ー
観
光
案
内
（
ト
ル
コ
）
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特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
②

萩
原　

新
一

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長

インドネシアに行った時、
オーストラリア産の
ハラルビーフを食べましたが、
おいしくなかったですね。
おいしさでは絶対に勝てる
と思いました。

各
国
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ム
法
の
解
釈
が
異
な

り
、
例
え
ば
手
続
き
の
仕
方
、
屠
畜
の
方
法
な

ど
様
々
で
あ
り
、
協
議
の
際
は
喧
々
諤
々
や
り

ま
し
た
。
今
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
け
で
す
が
、

他
の
イ
ス
ラ
ム
圏
に
も
ど
ん
ど
ん
進
出
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

|
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
ハ
ラ
ル
ビ
ー

フ
の
競
争
力
と
は
？

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
行
っ
た
時
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
産
の
ハ
ラ
ル
ビ
ー
フ
を
食
べ
ま
し
た

が
、
お
い
し
く
な
か
っ
た
で
す
ね
。
お
い
し
さ

で
は
絶
対
に
勝
て
る
と
思
い
ま
し
た
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
富
裕
層
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
か

ら
、
多
少
値
段
は
高
く
て
も
大
い
に
需
要
は
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
に
展
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。
国
内
に
関
し
ま
し
て
も
、
今
は
追
い
風
が

せ
っ
か
く
日
本
に
来
て
く
れ
た
の
に

国
産
の
お
い
し
い
牛
肉
が
食
べ
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
食
べ
ら
れ
る
状
況
を
作
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か

と
考
え
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

豚
肉
を
食
べ
る
事
を
禁
じ
て
い
る
イ
ス
ラ
ム

法
の
も
と
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
食
品
、
特
に
食
肉

の
加
工
や
調
理
な
ど
に
対
し
て
一
定
の
作
法
が

要
求
さ
れ
ま
す
。
こ
の
作
法
が
遵
守
さ
れ
た
食

肉
が
ハ
ラ
ル
ミ
ー
ト
で
す
。
熊
本
県
の
食
肉
処

理
・
加
工
会
社
の
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
（
株
）
社

は
昨
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
か

ら
、
ハ
ラ
ル
ビ
ー
フ
を
同
国
へ
輸
出
す
る
た
め

の
「
ハ
ラ
ル
認
証
」
を
取
得
し
ま
し
た
。
海
外

に
お
い
て
牛
肉
の
ハ
ラ
ル
認
証
を
受
け
た
の
は

国
内
で
初
め
て
の
事
で
、
国
内
向
け
の
生
産
の

み
だ
っ
た
ハ
ラ
ル
ビ
ー
フ
を
海
外
輸
出
し
て
い

く
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
メ
イ
ド
・
イ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
の
ハ
ラ
ル
ビ
ー
フ
に
懸
け
る
想
い
を

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
（
株
）
萩
原
新
一
社
長
に
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

|
ハ
ラ
ル
・
ビ
ー
フ
生
産
へ
至
っ
た
経
緯
は
？

　

7
年
前
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
す
。
日
本
に
来
て

い
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
方
か
ら
、
日
本
に
来
て

も
国
産
の
牛
肉
を
食
べ
る
事
が
で
き
な
い
と
い

う
事
を
聞
き
ま
し
た
。
日
本
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
人
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ

る
の
は
ハ
ラ
ル
表
示
の
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

産
の
牛
肉
だ
け
。
せ
っ
か
く
日
本
に
来
て
く

れ
た
の
に
国
産
の
お
い
し
い
牛
肉
が
食
べ
ら
れ

な
い
。
こ
れ
は
食
べ
ら
れ
る
状
況
を
作
ろ
う

じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

当
時
は
日
本
国
内
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
方
へ

の
供
給
を
目
指
し
て
準
備
を
始
め
ま
し
た
が
、

海
外
輸
出
も
同
時
に
視
野
に
入
れ
て
い
ま
し

た
。
日
本
の
市
場
が
縮
小
し
て
い
く
中
で
は
海

外
、
特
に
当
時
目
を
向
け
ら
れ
て
い
た
中
国
や

韓
国
よ
り
人
口
増
加
と
経
済
成
長
が
見
込
め
る

A
S
E
A
N
に
注
目
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
て
調
べ
て
い
く
中
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ

レ
ー
シ
ア
な
ど
の
イ
ス
ラ
ム
教
が
多
数
を
占
め

る
国
へ
の
牛
肉
の
輸
出
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ラ

ル
認
証
が
必
要
だ
と
い
う
事
を
知
り
ま
し
た
。

｜
そ
の
中
で
な
ぜ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
？

　

他
の
国
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
は
し
ま
し
た
。
マ

レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
認
証
機
関
と

も
協
議
を
し
ま
し
た
が
、
最
初
に
認
証
を
受
け

ら
れ
た
の
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
っ
た
と
い
う
事

で
す
。
海
外
で
認
証
を
取
得
す
る
事
は
非
常
に

難
し
く
、
57
カ
国
の
イ
ス
ラ
ム
圏
の
国
が
あ
る

中
で
、
国
を
横
断
す
る
形
で
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

な
ハ
ラ
ル
基
準
が
無
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

Profile
萩原　新一

ShinichiHagiwara
鹿児島県出身、１９５０年８月生まれの６２歳、日本

大学農獣医学部卒。全国開拓農業協同組合連合会に入

所。九州支所（福岡）などを経て、２０００年総務部

長として同社入社。０２年常務、０６年１２月に社長

就任。趣味は読書、水泳、ウォーキング。異業種交流

や勉強会で情報収集している。
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富裕層、中間所得層、低所得層。
所得により大きく様子の異なる市場の今を、

その分析と共にお伝えしています。
また、各市場での日本企業の活躍に関しても

紹介しています。

イスラム市場分析



インドネシアに行った時、
オーストラリア産の
ハラルビーフを食べましたが、
おいしくなかったですね。
おいしさでは絶対に勝てる
と思いました。

ゼンカイミート株式会社
熊本県球磨郡錦町西字花立 62 番地
0966-38-1500
0966-38-0429
http://www.zenkaimeat.jp
牛のと畜解体処理　食肉加工処理および販売

会 社 名：
所 在 地：
T E L ：
F A X ：
W e b ：
事 業 内 容：

あ
り
ま
す
。
昨
今
の
中
国
や
韓
国
と
の
領
土
問

題
も
影
響
し
て
か
、
日
本
は
官
民
一
体
と
な
り

で
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
圏
か
ら
観
光
客
を
呼
び

込
む
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
リ
ゾ
ー
ト
地
を
中
心
に
ホ
テ
ル
や
旅
館
な

ど
で
ハ
ラ
ル
に
適
用
で
き
る
よ
う
様
々
な
努
力

が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
所
へ
の
供
給

が
今
後
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
東
京
で
国
産

ハ
ラ
ル
ビ
ー
フ
が
食
べ
ら
れ
る
焼
肉
店
と
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
店
の
協
力
店
も
作
り
ま
し
た
。
大
使

館
関
係
の
人
の
接
待
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
お

り
、
需
要
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

|
世
界
展
開
だ
け
で
な
く
、
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
も
需
要
が
期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

　

今
年
は
熊
本
に
も
モ
ス
ク
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
的
に
も
モ
ス
ク
の
数
は
増
え
続
け
て
お

り
、
ム
ス
リ
ム
を
対
象
と
し
た
日
本
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
産
業
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま

す
。
福
岡
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
ハ
ラ

ル
コ
ー
ナ
ー
の
棚
を
作
ろ
う
と
い
う
動
き
が
出

て
き
て
い
ま
す
。
今
後
日
本
と
A
S
E
A
N

の
距
離
が
ま
す
ま
す
近
く
な
れ
ば
、
よ
り
多
く

の
ム
ス
リ
ム
の
留
学
生
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
日

本
に
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
メ

イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
お
い
し
い
ハ
ラ
ル

ビ
ー
フ
を
召
し
上
が
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。

|
な
る
ほ
ど
。
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

CompanyProfile

ゼンカイミート（株 ) は、牛の生産者および農協の、「自ら育てた畜産物は、

直接自らの手で消費者に届けたい」という思いで設立された、と畜場を併

設した食肉加工工場です。
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Secret of branding in the Islamic Market
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　イ
ス
ラ
ム
の
伝
統
に
お
け
る

デ
ー
ツ
の
重
要
性

―
オ
グ
ル
ヴ
ィ
・ 

ス
タ
ッ
フ
の
コ
メ
ン
ト
―

　

イ
フ
タ
ー
ル
前
の
ム
ス
リ
ム
の
机
の
上
に

は
デ
ー
ツ
（
乾
燥
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
果
実
）
箱

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
マ
ダ
ン
期
間
は

世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
、
ム
ス
リ
ム
の
近
く

に
は
こ
の
箱
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

イ
ス
ラ
ム
の
伝
統
に
よ
る
と
、
デ
ー
ツ
で

フ
ァ
ス
ト
（
禁
則
）
を
破
る
こ
と
（
断
食
の

解
禁
）
を
勧
め
て
い
し
ま
す
。
預
言
者
ム
ハ

ン
マ
ド
は
デ
ー
ツ
を
愛
し
、
い
つ
も
デ
ー
ツ

で
フ
ァ
ス
ト
を
破
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

（
夜
、
最
初
に
口
に
し
た
の
が
デ
ー
ツ
と
い
う

こ
と
）。
血
流
に
吸
収
し
や
す
い
糖
分
は
、
断

食
の
長
い
一
日
が
終
わ
っ
た
後
に
、
身
体
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
ま
す
。
コ
ー
ラ
ン
は
、

デ
ー
ツ
と
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
に
関
し
て
、
少
な
く

と
も
20
回
も
言
及
し
て
い
ま
す
。 

一
つ
の
記

述
に
は
、
マ
リ
ア
（
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
「
マ

リ
ア
ム
」）
が
キ
リ
ス
ト
を
出
産
し
た
後
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
デ
ー
ツ
を

食
べ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
理
由
か
ら
ム
ス
リ
ム
は
、
ラ
マ

ダ
ン
前
と
期
間
中
に
デ
ー
ツ
箱
を
携
え
ま
す
。

デ
ー
ツ
市
場

　

質
の
高
い
デ
ー
ツ
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、

プ
レ
ゼ
ン
し
、
そ
れ
を
正
し
い
消
費
者
に
提

供
す
る
こ
と
は
、
巨
大
な
市
場
で
す
。

　

一
例
と
し
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
企
業
が
、

「
ソ
ン
グ
ケ
ッ
ト
（
s
o
n
g
k
e
t
）」
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
強
化
す
る

た
め
に
、
伝
統
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
使
用
し
て

デ
ー
ツ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
通
常

結
婚
式
や
ギ
フ
ト
に
使
用
す
る
、
従
来
の
金

と
銀
の
糸
模
様
の
生
地
を
基
礎
に
し
て
い
ま

す
。
同
社
の
、
伝
統
的
な
マ
レ
ー
文
化
を
使
っ

た
間
接
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
企

業
の
社
会
的
責
任
の
一
環
と
し
て
見
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

同
社
は
ま
た
純
度
を
信
じ
て
い
る
の
で
、

衛
生
や
ハ
ラ
ル
の
観
点
か
ら
添
加
物
を
回
避

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ム
ス
リ
ム
消
費
者
の

た
め
に
、ハ
ラ
ル
と
タ
イ
ビ
（
t
a
y
y
i
b
：

健
全
）
の
条
件
に
準
拠
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
同
社
は
デ
ー
ツ
商
品
を
約
80
万
米

ド
ル
販
売
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
製
品
の
ほ

と
ん
ど
は
、
企
業
顧
客
や
政
府
機
関
に
収
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
彼
ら
は
地
元
の
大
型
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
販
売
す
る
と
共
に
、
中

国
と
ロ
シ
ア
へ
の
進
出
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ラ
マ
ダ
ン
時
期
、
ム
ス
リ
ム
は
、
肉
体
的

に
も
精
神
的
に
も
デ
ー
ツ
に
頼
っ
て
い
る
た

め
、
デ
ー
ツ
の
売
上
は
高
く
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
増
え
お
り
、
輸
入
と
価
格
が
劇
的
に
上
昇

し
ま
す
。
タ
ジ
ン
（
鍋
）
の
よ
う
な
香
り
あ
る

料
理
や
、デ
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
、シ
ロ
ッ
プ
、デ
ー

ツ
バ
ク
ラ
バ
ス
（
b
a
k
h
l
a
v
a
s
：

中
東
の
菓
子
）、
ハ
ル
バ
ス
（
h
a
l
v
a
s
：

中
東
の
菓
子
）
な
ど
、
デ
ー
ツ
消
費
の
伝
統

的
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
確
立
さ
れ
た
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
と
同
様

に
、
デ
ー
ツ
の
使
用
を
現
代
的
に
変
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

バ
テ
ィ
ー
ル
の
新
鮮
な
デ
ー
ツ
・

グ
ル
メ

　

バ
テ
ィ
ー
ル
は
、
甘
い
レ
モ
ン
、
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
の
皮
、
ア
ー
モ
ン
ド
、
マ
ジ
パ
ン
な
ど

を
含
ん
だ
豪
華
な
デ
ー
ツ
・
ブ
ラ
ン
ド
で
、

デ
ー
ツ
ク
ッ
キ
ー
や
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
・
デ
ー

ツ
シ
ャ
ン
ペ
ン
と
共
に
食
す
の
が
通
例
で
す
。　

　

し
か
し
最
近
で
は
、
カ
フ
ェ
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
も
進
出
し
て
い
ま
す
。
2
0
0
7
年
に

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
、
ラ
マ
ダ
ン
月
限
定
の

ラ
マ
ダ
ン
・
デ
ー
ツ
・
フ
ラ
プ
チ
ー
ノ
を
発

売
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ク
リ
ー
ム
と
デ
ー
ツ
ド
リ
ジ
ル

を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
、
牛
乳
と
氷
で
ブ
レ
ン
ド

し
た
コ
ー
ヒ
ー
に
、
デ
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
が
つ

い
た
セ
ッ
ト
で
す
。
そ
し
て
ス
タ
ー
バ
ッ
ク

ス
は
、
新
し
い
ド
リ
ン
ク
に
添
え
る
た
め
の

ペ
ス
ト
リ
ー
も
用
意
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
中

東
市
場
向
け
の
企
画
で
す
が
、
同
様
に
米
国

向
け
に
も
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

デ
ー
ツ
は
徹
底
的
に
イ
ス
ラ
ム
の
伝
統
に

イ
ス
ラ
ム
市
場
で
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
極
意
①

イ
ス
ラ
ム
市
場
進
出
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、

オ
グ
ル
ヴ
ィ
・
ノ
ー
ル
の
連
載
頁
が
始
ま
り
ま
し
た
。

新
連
載

バティール（Bateel）

～
デ
ー
ツ
と
三
日
月
～

海外進出での大きな課題。マーケティング。
イスラム市場進出コンサルティングの
パイオニア：オグルヴィ・ノールが

イスラム市場におけるマーケティングの
ノウハウをお伝えしています。

マーケティング



根
付
い
て
お
り
、
重
要
な
宗
教
的
、
文
化
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
注
意
す
る
点

は
、
こ
れ
ら
の
急
成
長
の
ブ
ラ
ン
ド
や
製
品

の
ア
イ
デ
ア
を
拡
大
さ
せ
る
か
ど
う
か
で
す
。　

　

ム
ス
リ
ム
の
未
来
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
、
品
質
、
ブ
ラ
ン
ド
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
彼
ら
の
抱
負
と
宗
教
的
な
観
点

か
ら
、
非
常
に
貴
重
な
食
品
と
し
て
の
存
在

を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。

ラ
マ
ダ
ン
と
三
日
月

―
オ
グ
ル
ヴ
ィ
・ 

ス
タ
ッ
フ
の
コ
メ
ン
ト
―

　

今
年
の
ラ
マ
ダ
ン
（
イ
ス
ラ
ム
の
断
食
月
）

は
、
7
月
9
日
か
ら
開
始
し
8
月
の
7
日
ま

で
続
き
ま
し
た
。
通
常
は
29
日
か
ら
30
日
あ

た
り
続
き
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム
暦
は
月
の
周
期

に
基
づ
い
て
お
り
、
月
初
め
に
、 

新
月
を
見
て

決
定
す
る
の
で
、
日
付
や
期
間
を
「
あ
た
り
」

と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
世
界
中
に
い
る
ム

ス
リ
ム
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
ヒ
ラ
ル
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
新
月
の
発
表
を
期
待
し

て
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
エ
キ
サ
イ

ト
な
状
態
は
、
ラ
マ
ダ
ン
の
最
初
を
告
げ
る

三
日
月
よ
り
前
に
生
じ
、
ラ
マ
ダ
ン
後
の
月

の
最
初
の
日
に
行
わ
れ
る
イ
ド
ウ
ル
・
フ
ィ
ッ

ト
ウ
リ
の
祭
り
に
よ
り
終
わ
り
ま
す
。

　

三
日
月
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
ウ
ン
マ
派
の
間

で
は
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
は
あ
り

ま
せ
ん
。
最
も
基
本
的
な
レ
ベ
ル
で
、
イ
ス

ラ
ム
歴
は
太
陽
暦
と
並
ん
で
運
用
さ
れ
、
ム

ス
リ
ム
の
生
活
に
リ
ズ
ム
を
与
え
ま
す
。
月

を
目
撃
す
る
の
は
共
同
作
業
と
な
り
ま
す
。

多
く
の
ム
ス
リ
ム
が
、
月
が
空
に
銀
色
で
輝

く
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
に
闇
夜
に
出
ま
す
。
こ
れ
は
、
社
会
と
の

共
感
や
一
体
感
を
伴
う
ラ
マ
ダ
ン
の
始
ま
り

を
示
し
ま
す
。
断
食
は
夜
明
け
か
ら
始
ま
り

夕
暮
れ
ま
で
続
き
ま
す
。
暗
闇
を
背
景
に
月

が
表
れ
た
と
き
に
、
食
事
と
夜
の
祈
り
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

 　

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
ラ
マ
ダ
ン
の
終
わ
り

に
現
れ
る
新
月
は
、
フ
ァ
ス
ト
（
禁
則
で
あ

る
断
食
な
ど
）
を
破
る
お
祭
り
で
あ
る
イ
ー

ド
・
ウ
ル
・
フ
ィ
ト
ル
に
よ
り
、
昼
間
に
制

約
を
課
し
た
精
神
的
及
び
社
会
に
焦
点
を
当

て
た
月
の
終
わ
り
を
意
味
し
ま
す
。
ラ
マ
ダ

ン
が
肉
体
的
に
タ
フ
な
月
で
あ
り
、
ラ
マ
ダ

ン
が
過
ぎ
た
こ
と
で
悲
し
み
が
混
ざ
り
合
っ

た
断
食
の
終
わ
り
の
宣
言
は
、
昼
間
の
消
費

が
再
び
可
能
と
な
り
、
人
々
は
エ
キ
サ
イ
ト

し
ま
す
。
イ
ー
ド
は
始
ま
り
の
時
間
と
し
て

見
ら
れ
お
り
、
そ
の
三
日
月
は
新
た
な
出
発

を
純
粋
に
喜
び
ま
す
。

　

三
日
月
も
、
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
は
重
要

な
シ
ン
ボ
ル
で
、
旗
、
カ
ー
ド
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
三
日
月
に
は
、「
イ
ス

ラ
ム
」
を
す
ば
や
く
表
す
機
能
が
あ
り
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
者
の
間
で
よ
く
使
わ
れ
ま

す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
者
の
た
め
の
課

題
は
、
強
力
な
シ
ン
ボ
ル
を
、
多
用
に
よ
っ

て
、
陳
腐
に
な
り
意
味
が
希
薄
に
な
る
こ
と

か
ら
避
け
る
こ
と
で
す
。
ム
ス
リ
ム
に
と
っ

て
三
日
月
は
、
興
奮
、
緊
張
、
そ
し
て
社
会

連
帯
を
伴
い
な
が
ら
、
信
仰
の
感
情
や
機
能

的
な
面
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ラ

マ
ダ
ン
月
を
迎
え
る
と
、
ム
ス
リ
ム
は
、
空

に
魔
法
の
ス
ラ
イ
バ
ー
が
最
初
に
目
撃
さ
れ

る
ニ
ュ
ー
ス
を
待
ち
ま
す
。

三
日
月
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　　

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
中
東
及
び
北
ア

フ
リ
カ
旅
行 

に
焦
点
を
当
て
た
都
会
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
ガ
イ
ド
す
る
ブ
ラ
ン
ン
ブ
ッ

ク
（
B
r
o
w
n
b
o
o
k
）
に
、
返
答
し

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。　

　

ブ
ラ
ウ
ン
ブ
ッ
ク
は
オ
グ
ル
ヴ
ィ
の
上
級

ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
（
ム
ス
リ
ム
消
費
者
に
対

し
て
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
す
る
た
め
の
世
界
初

の
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
で
、
三
日
月
デ

ザ
イ
ン
の
重
要
性
へ
の
洞
察
を
提
供
し
て
く

れ
ま
し
た
。

Q1
：
な
ぜ
三
日
月
記
号
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に

と
っ
て
重
要
で
す
か
？

A1
：
イ
ス
ラ
ム
暦
は
月
の
周
期
に
基
づ
い
て

い
る
の
で
、
三
日
月
は
、
ム
ス
リ
ム
年
の
リ

ズ
ム
を
設
定
す
る
、
毎
月
の
始
め
と
終
わ
り

を
示
す
か
ら
で
す
。

Q2
：
な
ぜ
そ
れ
が
特
に
ラ
マ
ダ
ン
の
間
に
重

要
な
の
で
す
か
？　

A2
：
三
日
月
形
の
月
を
見
て
い
る
と
き
の
み
、

ラ
マ
ダ
ン
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
す
。
そ
れ
は
見
て
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い

も
の
で
す
が
、
夜
空
で
そ
れ
を
探
す
こ
と
は

恵
ま
れ
た
活
動
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
日
月
は
ラ
マ
ダ
ン
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
で

す
。
そ
れ
が
見
ら
れ
た
と
き
に
、
ラ
マ
ダ
ン

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
興
奮
は
あ
り

ま
す
か
？

Q3
：
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？
シ

ン
ボ
ル
を
使
用
す
る
の
に
任
意
の
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
か
？

A3
：
三
日
月
形
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
ポ
ス
タ
ー
、

テ
レ
ビ
広
告
、
イ
ー
ド
カ
ー
ド
、
ア
バ
タ
ー

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
象
徴
性
は
、

し
ば
し
ば
イ
ス
ラ
ム
そ
の
も
の
を
表
す
と
き

に
使
用
さ
れ
る
た
め
、
と
て
も
強
力
で
あ
り
、

そ
し
て
ど
こ
で
も
見
か
け
ら
れ
ま
す 

。
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
限
り
、
そ
の
使
用

は
多
岐
に
わ
た
り
に
創
造
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

Q4
：
は
っ
き
り
と
三
日
月
を
見
る
こ
と
が
出

来
な
い
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
は
、
郷
愁
を
か

き
立
て
る
と
思
い
ま
す
か
？　

8| 月刊イスラム市場　ダイジェスト版
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MENASA には、中国に匹敵する
約 16 億人のマーケットが存在します。

　

前
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
ド
バ
イ
の
経
済
回
復

状
況
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
日

本
語
の
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
か
ら
だ
け
で
は
、
現

在
の
中
東
の
状
況
を
知
る
こ
と
は
、
な
か
な
か

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
同
様
に
、
日
本
に
い

る
と
、中
東
の
イ
ス
ラ
ム
市
場
を
知
る
こ
と
も
、

難
し
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
中
東
の

イ
ス
ラ
ム
市
場
を
ど
の
よ
う
に
見
る
べ
き
か
に

つ
い
て
、
私
の
実
感
か
ら
お
話
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　　
「
U
A
E
は
人
口
が
6
0
0
万
人
し
か

い
な
い
の
で
す
ね
。
や
は
り
中
東
な
ら
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
魅
力
的
で
す
ね
。
人
口
が

2
8
0
0
万
人
で
す
か
ら
。」

　

先
日
、
あ
る
企
業
の
方
と
お
話
し
て
い
る
時

に
出
た
会
話
で
す
。
こ
の
会
話
を
聞
い
て
皆
さ

ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？　

私
は
あ
る
意
味

で
正
解
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
間
違
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
U
A
E
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
中

東
を
東
南
ア
ジ
ア
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
置
き
換
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
正

解
の
様
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
？
し
か
し
、
ア
ジ
ア

市
場
と
中
東
の
イ
ス
ラ
ム
市
場
で
は
、
大
き
な
違

い
が
あ
る
の
で
す
。

　
　

東
南
ア
ジ
ア
の
市
場
の
場
合
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
異
な
る
言

語
、
異
な
る
社
会
習
慣
の
国
々
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
国
の
人
口
が
、
そ
の
ま

ま
マ
ー
ケ
ッ
ト
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
な
り
ま
す
。一
方
、

中
東
の
イ
ス
ラ
ム
市
場
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
ア

ラ
ビ
ア
語
と
い
う
共
通
点
を
持
っ
た
国
々
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
を
軸
に
し
て
、
中
東

市
場
は
大
き
な
市
場
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

皆
さ
ん
ご
承
知
の
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
は

豚
肉
と
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
を
戒
め
た
ハ
ラ
ー
ル

が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
に
準
じ
た
製
品
を
作
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
中
東
の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
だ
け
で
な

く
、
エ
ジ
プ
ト
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
等
の
ア
フ
リ
カ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
の
ア
ジ
ア
の
イ

ス
ラ
ム
諸
国
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

中
東
地
域
で
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
が
広
く
使
用
さ

〜
ド
バ
イ
現
地
レ
ポ
ー
ト
　
第
二
回
　
中
東
の
イ
ス
ラ
ム
市
場
の
捉
え
方
〜

S
y
m
a
r
S
a
m
u
r
a
i
B
u
s
i
n
e
s
s
m
e
n
S
e
r
v
i
c
e
s

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

橋
本　

哲
史

Profile
橋本　哲史
TakashiHASHIMOTO

大学卒業後、物流会社に就職。研修員として一年間の

アメリカでの勤務を経験する。帰国後、日本の大学院

に進学。マーケティング会社に勤務を経て、貿易会社

を設立する。アフリカとロシアを中心に、日本ブラン

ドの中古車や中古建築機械の輸出を行う。2010 年に

日本産農産物の輸出関連プロジェクトでドバイと出会

い、中東のイスラム市場での日本企業の可能性を実感

する。現在は、SymarSBS 社において、日本企業の中

東でのビジネス支援を行う。

中
東
諸
国
の
共
通
点
は
？

中
東
の
イ
ス
ラ
ム
市
場
を

ど
う
捉
え
る
べ
き
か

イスラム国在住のコラムニストによる、
イスラム国現地ルポ。

在住者の目に映るイスラム国の今を、
日本の皆様にお伝えしています。

現地ルポ



れ
て
い
ま
す
。
中
東
、北
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
、

約
25
の
国
や
地
域
で
公
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
地
域
向
け
の
製
品

に
関
し
て
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

作
成
す
れ
ば
、
多
く
の
国
で
販
売
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ラ
ー
ル
に
基
づ
き
ア
ラ
ビ

ア
語
で
表
記
し
た
製
品
は
、
中
東
と
ア
フ
リ
カ

の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
に
対
応
が
可
能
と
な
る
の
で

す
。

　　

中
東
の
捉
え
方
と
し
て
、
M
E
N
E
S
A

と
い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
。

M
E
N
A
S
A
と
は
、
中
東
、
北
ア
フ
リ
カ
、

南
ア
ジ
ア
の
頭
文
字
を
取
っ
た
略
語
で
す
。
こ

の
概
念
に
は
、
中
東
の
み
な
ら
ず
、
次
の
成
長

市
場
と
考
え
ら
れ
て
い
る
イ
ン
ド
も
包
含
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

M
E
N
A
S
A
市
場
に
は
、
約
16
億
人
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
誕
生
し
ま
す
。
中
東
地
域
の
イ
ス
ラ

ム
諸
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
別
に
見
る
と
人
口

は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
は

魅
力
的
に
見
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
ア
ラ
ビ
ア
語
に

よ
っ
て
串
刺
し
に
し
た
中
東
、
ア
フ
リ
カ
の
イ

ス
ラ
ム
諸
国
と
し
て
一
体
で
見
る
と
、
中
国
に

匹
敵
す
る
人
口
を
持
つ
マ
ー
ケ
ッ
ト
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
あ
る
大
き
な
市
場
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

SYMARSAMURAIBUSINESSMENSERVICES
AlSafaTower#1604,SheikhZayedRoad
,P.O.Box122926Dubai,UAE
050-3637-1388）日本 )+971-55-3532262）UAE)
info@symar.biz
http://biz-dubai.jimdo.com
海外マーケティング支援）ドバイ、UAE、サウジアラビア、カター
ル、オマーン、バーレーン、クウェート、イスラム市場 ) 貿易業務
上記に関わるコンサルティング業務

会 社 名：
所 在 地：

T E L ：
E - m a i l ：
W e b ：
事業内容：
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ドバイと言うと砂漠⇒砂漠では水が貴重⇒価格が高い⇒日本の水が売れるのでは・・・。私もそう思っていま

した。しかし実際にドバイのマーケットを見ると・・・。

1. ドバイのミネラルウォーターの店頭販売価格は、500ml で約 26 円。

2.UAE にも豊富な水源がある。UAE 原産のミネラルウォーターが数社から販売されている。

ドバイには、豊富な水資源があり、価格的にも非常に安いミネラルウォーターがあるのです。日本のミネラル

ウォーターは、価格的に競争力がありません。中東諸国では、環境保全と関連して中水や下水処理が必要とさ

れています。日本企業の環境関連技術は、非常に高いレベルにあります。中東で水関連ビジネスを行うのであ

れば、中水や下水関連が良いのではないでしょうか。

ドバイで「水ビジネス」

中
国
に
匹
敵
す
る
人
口
を
持
つ

M
E
N
E
S
A
市
場

インド

パキスタン

サウジアラビア

イエメン

オマーン

イランイラク

UAE

カタール

トルコ
バーレーンクウェート

シリア
レバノン

ヨルダン

エジプトリビアアルジェリア

モロッコ



　　　　　今世界のムスリム各国は

　

　世界的なエネルギー産業サービス企業であるテクニップ SA は、マレーシアが主要な深海石油とガスの

ハブになる可能性を秘めていると語っています。現在、深海石油・ガス事業の主な国は、米国、ブラジル、

欧州です。2011 年から今年 1 月にかけて、国内トップの石油ガス企業であるペトロリアム・ナショナル

Bhd は、3,000 億リンギット（960 億米ドル）の５年計画の 24％にあたる、720 億リンギット（232 億 6,300

万米ドル）を費やしている、とメイバンク研究報告書で述べています。

　テクニップは、パシールグダン近くのタンジュン・ランサットに工場を設立するために、6 億 900 リ

ンギット（1 億 9,000 万米ドル）を用意すると三年前に報告していましたので、深海石油・ガス市場では

最大の取引になります。その投資は、アジアフレックス・プロダクトツ Bhd 経由で、フレキシブルパイ

プ生産施設の開設を目的に実行されます。工場は深海油田・ガス田地域にあり、ハイテク・フレキシブル

パイプやアンビリカルを生産するもので、アジア太平洋地域では第一号となります。テクニップにとって

は、フランス、ブラジルに次ぐ、世界で三番目の工場です。

　テクニップの同工場では、スパー、半潜水、テンション・レッグ・プラットフォーム（TLP）、フローティ

ング・プロダクション・ストレージ（FPSO）、フローティング・リクファイド・ナチュラル・ガス（FLNG）

などを含む、中程度から超深海用の幅広い浮遊プラットフォームを提供することで、マレーシアに大いに

貢献します。

マレーシア
テクニップが深海石油・ガス事業に投資

　

インドネシア

第一生命が生保に出資
　日本の第一生命は、ムーミン・アリ・グナワン一族が管理するインドネシアの生命保険会社、パニンライフの

40％の株式を、3.3 兆ルピー（3 億 4,000 万米ドル）で購入することに合意しました。これは、インドネシアの有

利な金融市場に参入することに熱心な日本の金融企業の最新動向となります。そしてこの動きは、高齢化が進む日

本市場の中で、低迷する保険業を助けることを意味します。第一生命が購入するパニンライフの新規発行株式５億

3,370 万株は、パニンライフの株式総数の５％にあたります。そしてパニンライフの中間持ち株会社であるパニン

インターナショナルから、パニンライフの株式追加分 35％が加わります。

「今回の売却は規制当局の承認に従ったものです」と第一生命は語っています。第一生命は現在、ベトナム、インド、

タイ、オーストラリアで事業を展開しています。パニンライフのサイモン・イマント副社長は「この戦略的パート

ナーシップはパニンライフのための主要なマイルストーンであり、ビジネスの成長のための新たな機会を開くもの

です」と声明で述べました。2012 年 12 月の時点で、パニンライフは 4,200 億ルピア（40 億 5,000 万円）と、3

兆 9,000 億ルピア（371 億 8,700 万円）の資産を保有しています。

　一方、三井住友フィナンシャルグループは先月、約 16 億米ドルで、インドネシアのタブンガン・ペンシウナン・

ナショナル銀行株 40％を買収することに合意しました。

イスラム各国におけるニュースを日本語で。
政治・経済・社会・文化。

各分野における、その月のトップニュースを
日本の皆様にお伝えします。

イスラム各国ニュース
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　テレコム・バックホール・インフラストラクチャ（TBI）は、６月２日のパワー・グリッド・カンパニー・

バングラデシュ（PGCB）との交渉により、全国 4,000 キロに渡る長い光ファイバケーブルを提供する、大規

模な通信網を構築できるようになりました。

　TBI は広い範囲にサービスを提供することで、電気通信ネットワークのサービス活動に弾みがつきます。

PGCB からのケーブルで、低価格で、遠隔地までのインターネット帯域を取得することが可能となるからです。

現在のインターネット価格は、高い通信費用で有名なダッカに比べてもはるかに高いです。この契約条件に従っ

て、２大通信企業である、 ファイバー @ ホームとサミットコミュニケーションズは、毎秒１MG の通信速度の

ネット接続価格を、2,500 ～ 3,000 タカ（3,200 ～ 3,850 円）で公共や独立機関に対して提供することにな

るでしょう。

　ケーブル網は２つの通信企業に分割されます。ファイバー @ ホームはチッタゴン、バリサル、ランプル、

ラジシャヒ地区を担当し、サミットコミュニケーションズはダッカ、クルナ、シレット、そしてミメンシン地

区になります。この２社は賃料料として PGCB に対して、年間 1 億 5,000 万タカ（約 1 億 9,200 万円）を支

払うことになります。 「この契約は政府が推進する『デジタル・バングラデシュ』を担うものです」と、バン

グラデシュ電気通信規制委員会のスニル・カンティ・ボーズ会長は語っています。

バングラデシュ
ネット通信網が大幅改善

アラブ首長国連邦
エミレーツ、ドバイ東京間の毎日直行便を提供

　エミレーツ航空は、ドバイから東京国際空港（羽田）へ毎日直行便を提供する、最新ノンストップ路線を開

始しました。これにより日本はエミレーツの第三のゲートウェイなり、６大陸 77 カ国で 134 番目の国際路

線となりました。「東京国際空港との提携は、日本とアラブ首長国連邦 （UAE) の間で、国際ハブを接続するの

に役立ちます。2002 年に大阪へエミレーツ便が就航してから、日本とドバイ間の貿易関係は栄えてきました。

UAE と日本の間の双方向の貿易は 2012 年に 531 億米ドルに上昇し、前年比 5.4％増となりました。羽田は

日本における当社の第三の玄関口であり、ドバイと東京間でインド洋、中東、アフリカ、ヨーロッパ方面につ

ながる柔軟性を備えているため、旅客と貨物の両面での需要が、エミレーツの運営するノンストップ便を十分

に保証するものであると確信しています」と乗客販売担当のティエリ・アンティノリ副社長は語りました。

「新サービスの立ち上げは UAE の計画に沿ったもので、ボーイング 777 やエアバス A380s を導入して古い機

種と交換するだけでなく、世界中のルートにネットワークを拡大します。乗客の需要とハイテク装備航空機の

要件を満たすために、2017 年までに 250 機種に拡大する計画です」とエミレーツ航空で極東及びオースト

ラリア地区商業活動担当のサーレム・オバイドゥラ上席副社長商業活動は述べています。日本航空とエミレー

ツとのパートナーシップは、ドバイ羽田間サービスでコードシェアも含むように拡張されました。エミレーツ

便は EK コード、日本航空便は JL コードで識別されます。
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イスラム国家 • 経済指標集

Economic Data References

国名 GDP (PPP)Billion=10 億米ドル
Trillion= 兆米ドル

一人当たり GDP
（米ドル） 人口 政治体制 失業率 主な輸入先 主な輸出先

インドネシア $1.212 trillion $5,000 251,160,124 共和制 6.70%中国 日本
パキスタン $514.6 billion $2,900 193,238,868 連邦共和制 5.60%アラブ首長国連邦 アメリカ
バングラデシュ $305.5 billion $2,000 163,654,860 議会制民主主義 5%中国 アメリカ
ナイジェリア $450.5 billion $2,700 174,507,539 連邦共和制 23.90%中国 アメリカ
エジプト $537.8 billion $6,600 85,294,388 共和制 12.50%アメリカ イタリア
トルコ $1.125 trillion $15,000 80,694,485 議会制民主主義 9%ロシア ドイツ
イラン $997.4 billion $13,100 79,853,900 共和制 15.50%アラブ首長国連邦 中国
アルジェリア $274.5 billion $7,500 38,087,812 共和制 10.20%フランス アメリカ
モロッコ $171 billion $5,300 32,649,130 立憲君主制 8.80%フランス フランス
スーダン $80.43 billion $2,400 34,847,910 連邦共和制 20%マカオ ( 中国 ) マカオ ( 中国 )
ウガンダ $50.59 billion $1,400 34,758,809 共和制 N/Aケニア ケニア
イラク $155.4 billion $4,600 31,858,481 議会制民主主義 16%トルコ インド
ウズベキスタン $103.9 billion $3,500 28,661,637 共和制 1%ロシア ロシア
マレーシア $492 billion $16,900 29,628,392 立憲君主制 3%中国 中国
アフガニスタン $33.55 billion $1,000 31,108,077 共和制 35%パキスタン パキスタン
サウジアラビア $740.5 billion $25,700 26,939,583 大統領制 10.70%中国 日本
イエメン $57.76 billion $2,200 25,408,288 共和制 35%アラブ首長国連邦 中国
モザンビーク $26.22 billion $1,200 24,096,669 共和制 21%南アフリカ 南アフリカ
シリア $107.6 billion $5,100 22,457,336 共和制 18%サウジアラビア イラク
コートジボワール $39.64 billion $1,700 22,400,835 共和制 N/Aナイジェリア オランダ
カメルーン $50.32 billion $2,300 20,549,221 共和制 30%中国 スペイン
カザフスタン $231.3 billion $13,900 17,736,896 共和制 5.20%ロシア イタリア
ブルキナファソ $24.03 billion $1,400 17,812,961 共和制 77%コートジボワール 中国
セネガル $26.5 billion $1,900 13,300,410 共和制 48%フランス マリ
チュニジア $104.4 billion $9,700 10,835,873 共和制 18.80%フランス フランス
ベナン $15.51 billion $1,700 9,877,292 共和制 N/A中国 インド
ソマリア $5.896 billion $600 10,251,568 暫定政権 N/Aジブチ アラブ首長国連邦
アゼルバイジャン $98.16 billion $10,700 9,590,159 共和制 1%トルコ イタリア
タジキスタン $17.72 billion $2,200 7,910,041 共和制 2.50%中国 トルコ
リビア $87.91 billion $13,300 6,002,347 暫定政権 30%チュニジア イタリア
ヨルダン $38.67 billion $6,000 6,482,081 立憲君主制 12.30%サウジアラビア アメリカ
キルギスタン $13.47 billion $2,400 5,548,042 共和制 8.60%中国 ウズベキスタン
トルクメニスタン $47.55 billion $8,500 5,113,040 大統領制 60%トルコ 中国
アラブ首長国連邦 $271.2 billion $49,000 5,473,972 エミレーツによる連邦制 2.40%インド 日本
レバノン $63.69 billion $15,900 4,131,583 共和制 N/Aアメリカ アラブ首長国連邦
パレスチナ $8.022 billion $2,900 2,676,740 係争中 46.90%N/A N/A
アルバニア $25.86 billion $8,000 3,011,405 議会制民主主義 13%イタリア イタリア
クウェート $174.6 billion $43,800 2,695,316 立憲君主制 2.20%アメリカ 韓国
オマーン $90.66 billion $28,500 3,154,134 君主制 15%アラブ首長国連邦 中国
カタール $184.6 billion $102,800 2,042,444 共和制 0.50%アメリカ 日本
バーレーン $32.44 billion $28,200 1,281,332 立憲君主制 15%サウジアラビア サウジアラビア
ブルネイ $21.94 billion $50,500 415,717 立憲君主制 2.60%シンガポール 日本
モルディブ $2.974 billion $8,700 393,988 共和制 28%シンガポール フランス
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パレスチナ $8.022 billion $2,900 2,676,740 係争中 46.90%N/A N/A
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INOA 商事株式会社
港区西新橋 3 丁目 23 番 6 号　白川ビル 2F A-2
03-6809-2615
03-6809-2619
http://inoa-shouji.com
石油製品（潤滑油）輸入・販売

会 社 名：
所 在 地：
T E L ：
F A X ：
W e b ：
事業概要：

　

前
回
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
仕
事
の
ス

ピ
ー
ド
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
は
日
本
の
よ
う
に
て
き
ぱ
き
と
事
が

進
ま
な
い
」
は
、
大
変
教
訓
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
企
業
を
訪
問
す
る

と
き
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

㈠
ま
ず
は
、
服
装
と
か
挨
拶
に
関
す
る
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ハ
デ
ィ
ア
ン
ト
：
日
本
の
場
合
、
企
業
を
訪
問

す
る
と
き
は
ス
ー
ツ
に
ネ
ク
タ
イ
が
基
本
で
す

が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
も
っ
と
気
楽
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、

皮
靴
で
十
分
で
す
。
堅
苦
し
い
決
ま
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
挨
拶
の
言
葉
は
英
語
な
ら
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。
相
手
の
宗
教
が
わ
か
ら
な
い
場
合

に
は
、「
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
・
ア
ラ
イ
コ
ム
」
で

は
な
く
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
「
ア
パ
・
カ
バ
ー

ル
」（
お
元
気
で
す
か
？
）
を
使
っ
た
方
が
良

い
で
し
ょ
う
。

㈡
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
際
の
タ
ブ
ー
は
あ
り
ま
す

か
？

ハ
デ
ィ
ア
ン
ト
：
握
手
は
必
ず
右
手
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
左
手
は
‘
不
浄
の
手
’
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
こ
こ
で
注
意
が
必
要
な

の
は
こ
ち
ら
が
男
性
で
相
手
が
女
性
の
場
合
で

す
。
女
性
か
ら
握
手
を
求
め
て
来
た
と
き
は
お

受
け
し
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
と
き
は
、
握
手

自
体
し
な
く
て
構
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
際
、
ケ
ー

キ
と
飲
み
物
が
出
ま
す
。
ケ
ー
キ
な
ど
の
お
菓

子
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
大
き

く
足
を
組
む
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

驚
か
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
（
笑
）。
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
な
の
で
す
。
雑
談
で
は
基
本
的

に
宗
教
や
政
治
な
ど
の
話
題
は
避
け
た
方
が
良

い
で
し
ょ
う
。休
み
の
日
に
ど
う
過
ご
し
た
か
、

と
い
っ
た
相
手
と
親
し
く
な
る
き
っ
か
け
を
つ

く
る
話
題
は
よ
い
で
す
ね
。

㈢
そ
う
な
る
と
、
こ
ち
ら
も
お
菓
子
を
持
っ
て

行
っ
た
方
が
良
い
か
な
（
笑
）
と
。
お
土
産
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
喜
ば
れ
ま
す
か
？

ハ
デ
ィ
ア
ン
ト
：
抹
茶
味
の
キ
ッ
ト
カ
ッ
ト
或

は
白
い
恋
人
と
か
（
笑
）
で
す
か
。
私
は
い
つ

も
こ
れ
ら
を
お
土
産
と
し
て
持
っ
て
帰
り
ま

す
。
宗
教
上
で
禁
止
さ
れ
た
食
べ
物
が
含
ま
れ

て
い
な
け
れ
ば
何
で
も
大
丈
夫
で
す
。
ほ
と
ん

ど
の
方
が
日
本
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
物
を
頂

く
と
喜
び
ま
す
。

　　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
回
も

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
な
ら
で
は
の
お
話
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

I
N
O
A
商
事
株
式
会
社　

ハ
デ
ィ
ア
ン
ト
・
ソ
エ
タ
ン
ト
が
語
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
・
日
本
ビ
ジ
ネ
ス

2009 年インドネシア国営会社プルタミナ潤滑油日本総販売代理店と
して設立。特にプルタミナ製エンジンオイル「Fastron」はその高い
品質で欧州車・日本車の国際規格を獲得。2013 年よりホームセンタ
ーにて販売。

ビ
ジ
ネ
ス
の
違
い
『
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
マ
ナ
ー
は
気
楽
に
』

ハディアント・ソエタント

インドネシア生まれ。2002 年
留学生として来日。明治大学経
営学部卒業。広告代理店勤務を
経てインドネシア国営会社プル
タミナ潤滑油日本総販売代理店
として INOA 商事株式会社を設
立。趣味は長唄と歌舞伎鑑賞。

【会社名】

　　Al-IradahKizunaConsultingLtd./ アル・イラダー・キズナコンサルティング

　　
【代表】

　　代表取締役　堀　明則

【所在地】

　　Suite2305,WingOnCentre,110-114ConnaughtRoad,Central,HongKong

　　Tel:+852-2803-0838　Fax:+852-2517-7686

　　

【事業方針】

　　「日本経済」と「ムスリム経済」の架け橋となる　

【グループ会社構成】

Al-IradahKizunaConsultingLtd. は HopewillGroup（Holdings)Ltd. のグループ会社です。

HopewillGroup（Holdings)Ltd.

日本とは大きく異なるビジネス習慣を持つ
イスラム市場。

現地で豊富な経験を積んだコラムニストが、
実体験に基づいた教訓を共有します。

ビジネス習慣
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アル・イラダー・キズナコンサルティング

会社概要

アル・イラダー・キズナコンサルティングは、御社のイスラム圏担当窓口です。
【会社名】

　　Al-IradahKizunaConsultingLtd./ アル・イラダー・キズナコンサルティング

　　
【代表】

　　代表取締役　堀　明則

【所在地】

　　Suite2305,WingOnCentre,110-114ConnaughtRoad,Central,HongKong

　　Tel:+852-2803-0838　Fax:+852-2517-7686

　　

【事業方針】

　　「日本経済」と「ムスリム経済」の架け橋となる　

【グループ会社構成】

Al-IradahKizunaConsultingLtd. は HopewillGroup（Holdings)Ltd. のグループ会社です。

HopewillGroup（Holdings)Ltd.

CMConsultingInternationalLtd.

CMConsultingJapanCo.,Ltd.

DrivenextGlobalLtd.

DrivenextGlobalTechnology（Shenzhen)Co.,Ltd.

HopewillAccountingService（HK)Ltd.

HopewillCapitalLtd.

HopewillCapitalInternationalLtd.

HopewillGroup（HK)Co.,Ltd.

HopewillGroup（Singapore)PteLtd.

HopewillMarketing&ServiceLtd.

RoyalGuardianLtd.

VerdeHongKongCo.,Ltd.

「世界一巨大な共同体 •ブルーオーシャン進出」を
ハラル認証取得から各国現地進出までをトータルサポートします。
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03-6272-9104


